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論文審査の結果の要旨 

 

トランスポゾンと呼ばれる稼働遺伝因子は、piRNAと呼ばれる小分子RNAによって抑制されている。

このpiRNAは、動物の生殖細胞の核膜上にあるヌアージュ(nuage)と呼ばれる非膜オルガネラで生

成・増幅される。piRNA と複合体を作るPIWIファミリータンパク質と協働するTudorドメインタン

パク質のTejの分子機能は不明であった。 

林氏は、Tej がRNAヘリカーゼ・SpnEとVasaをヌアージュへそれぞれリクルートする異な

るモチーフを見出した。これらの領域は、充分なpiRNAの生合成に必要である。また、Tejの持つ

天然変性領域が、Vasのダイナミックスを制御していることを明らかにした。生化学・バイオイン

フォマティクス・遺伝学・細胞生物学と、多岐に渡るアプローチによって、piRNA生合成とヌアー

ジュ形成との関連を解明した本論文の成果は学位授与に値する。 
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